
　 大 阪 市 の 赤 バ ス は 、 ２ ０ ０ ０

年 ５ 月 に 小 型 ノ ン ス テ ッ プ バ ス

に よ る 新 し い バ ス サ ー ビ ス と し

て 試 行 運 転 開 始 後 、 コ ミ ュ ニ

テ ィ 系 バ ス 「 赤 バ ス 」 と し て 運

行 開 始 し 、 現 在 市 内 24 区 中 21 区

に 27 路 線 が 運 行 し て い ま す 。

　 「 大 阪 市 コ ミ ュ ニ テ ィ 系 バ ス

運 営 費 補 助 金 交 付 要 綱 」 で は 赤

バ ス を 含 む コ ミ ュ ニ テ ィ 系 バ ス

へ の 補 助 の 「 目 的 」 を 「 需 要 が

十 分 で な く 、 採 算 性 の 確 保 が 困

難 で あ る も の の 、 地 域 住 民 の 日

常 生 活 に 必 要 な 乗 合 バ ス 」 に 対

し て 「 市 民 の 日 常 生 活 の 利 便 の

向 上 お よ び 福 祉 の 増 進 等 に 寄 与

す る こ と 」 と な っ て お り 、 ズ バ

リ 「 福 祉 バ ス 」 そ の も の で す 。

政 令 指 定 都 市 で は 画 期 的 な 施 策

で も あ り ま す 。

　 現 に 港 区 で 試 乗 し

た 赤 バ ス で は 、 「 福

祉 バ ス 」 と 言 う べ き

光 景 ＝ 押 し 車 で 乗 車

す る お と し よ り や 赤

ち ゃ ん を 抱 っ こ し た

お 母 さ ん た ち で 満

員 、 車 内 で は い た わ

り あ い と ゆ っ た り し

た 風 景 が 見 ら れ ま し

た 。 こ う し

た 光 景 は ど

の 区 に も 見

ら れ ま す 。
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地方公共交通はすべての施策の土台
－生活交通再生の必要性･重要性－
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ま
ち
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く
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権
保
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と
の
両
輪
で
、
だ
れ
も
が
安
全

で
安
心
し
て
移
動
で
き
る
豊
か

な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
切

に
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
背

景
に
は
、
全
世
界
的
な
地
球
温

暖
化
防
止
等
の
観
点
も
あ
り
ま

す
が
、
急
速
な
高
齢
化
の
進
展

の
も
と
で
、
す
べ
て
の
人
と
環

境
に
や
さ
し
い
公
共
交
通
の
重

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。

　

大
阪
市
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会
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基
盤
整
備

と
し
て
公
共
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を
位
置
づ
け

る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

土
台
の
公
共
交
通
が
不
十
分

で
あ
れ
ば
、
医
療
・
福
祉
、
教
育
、

あ
る
い
は
観
光
な
ど
諸
施
設
も

十
分
に
そ
の
成
果
が
出
せ
な
い

の
で
す
。　

交通基本条例を制定し
大阪市が交通ネットワークのイニシアティブを
　市民の「交通権」保障は、大阪市での
交通基本条例制定で、シビルミニマムの
設定を行うことです。具体的には、
　①「交通空白地域」「交通不便地域」を
解消する。（最寄りのバス停に５分以内
に行けることや、最寄りの鉄道駅に１０
分以内に行けること）
　②ゾーン別共通運賃制を採用する。（運
賃が高いことが交通権を阻害しており、
エスカレーターやエレベーターのように
乗り換え料金なしで　利用できるように
すること）

　③環境に優しい自転車を活用する。（自
転車専用道路の整備を積極的にはかった
り、自動車交通量の大幅な削減と中心市
街地への自動車流入を抑えるため、主要
駅にパークアンドライド用駐車場を整備
する）
　④ノンステップ
の低公害バスの導
入などバスの抜本
改善を図る。
　などが求められ
ます。

土居靖範さん
（立命館大学教授・交通権学

会前会長・赤バス存続を求め

る市民連絡会顧問）

－８ー

(出所）長野県木曽町の資料より


